
 確認テスト(学習院女子) 

・右の図の平行四辺形ＡＢＣＤにおいて、 

 ＡＥ：ＥＤ＝１：２，ＣＦ：ＦＤ＝１：２ 

 ＡＦとＢＥの交点をＰ，ＡＦとＥＣの交点 

 をＱ，ＡＦの延長とＢＣの延長との交点を 

 Ｒとするとき、次の問に答えなさい。 

 

 

 

 

【１】次の比を求めなさい。 

  ①ＡＤ：ＣＲ(三角形と比①・砂時計) 

 

  ②ＥＱ：ＱＣ(三角形と比①・砂時計) 

 

   ③ＡＥ：ＢＲ 

 

 

【２】平行四辺形ＡＢＣＤの面積が６６０cm２のとき、次の面積を求めなさい。 

   ①△ＡＰＥ(高さが等しい三角形の面積比) 

 

   ②△ＥＰＱ(高さが等しい三角形の面積比)（高さが異なる三角形の面積比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※【１】の考え方 

   ①でＡＤ：ＣＲがでるので、ＣＲの長さを求めておく。そうすれば、②③はすぐできる。 

   ①△ＦＤＡ∽△ＦＣＲ ②△ＱＥＡ∽△ＱＣＲ 

 

※【２】の考え方 

   ①△ＰＥＡ∽△ＰＢＲ(三角形と比①・砂時計)でＥＰ：ＰＢをだせば解ける。ＥＰ：ＰＢは 

    メネラウスの定理でもだせる。②もＥＰ：ＰＢをだしてあればすぐ解ける。 

    高さが等しい三角形の面積比、高さが異なる三角形の面積比、どちらでも解ける。 
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